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条
例
関
係

『
紀
南
文
化
会
館
管
理
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
』
等
、
十
三
件

補
正
予
算

『
平
成
十
八
年
度
田
辺
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
八
号
）
』
等
、
十
件

当
初
予
算

『
平
成
十
九
年
度
田
辺
市
一
般

会
計
予
算
』
等
、
二
十
一
件

そ
の
他
議
案
関
係

『
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
』
等
、
十
五
件

報
告
案
件

『
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ

い
て
』
等
、
七
件

議
員
発
議

『
田
辺
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
』
等
、
二
件

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
選
挙
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
選
任
し
ま
し
た
。

・
公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会
議

員
（
八
人
）

鈴
木
　
太
雄
　
　
塚
　
　
寿
雄

大
倉
　
勝
行
　
　
陸
平
　
輝
昭

山
口
　
　
進
　
　
森
　
　
哲
男

岡
﨑
　
宏
道
　
　
吉
本
　
忠
義

　広
域
連
合
議
会
の
設
置
に
伴
う

選
挙
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
選

任
し
ま
し
た
。

・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
（
一
人
）

小
川
　
浩
樹

意
見
書

『
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る

意
見
書
』
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平
成
十
九
年
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十
八
日
に
開
会
し
、
紀

南
文
化
会
館
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
は
じ
め
、
平
成

十
八
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
の
各
種
補
正
予
算
、
平
成
十

九
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
の
当
初
予
算
な
ど
、
市
長
提
出

議
案
五
十
九
件
を
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を
承
認
し
た
ほ
か
、
議

員
提
出
議
案
二
件
及
び
、
意
見
書
一
件
を
可
決
し
て
、
三
月
二

十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
月
十
二
日
・
十
三
日
・
十
四
日
の
三
日
間
に
わ
た

り
、
七
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
三
月

末
ま
で
に
介
護
保
険

適
用
の
療
養
型
病
床
が
廃

止
さ
れ
る
が
、
市
の
取
組

状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
医
療
制
度
改
革
に
よ

り
、
平
成
二
十
三
年
度
末

ま
で
に
、
全
国
の
医
療
型
療
養

病
床
二
十
五
万
床
と
介
護
型
療

養
病
床
十
三
万
床
の
う
ち
、
医

療
型
病
床
十
五
万
床
を
残
し
て

介
護
型
病
床
を
廃
止
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
療
養
病
床
の
再
編
で
は
、
療

養
病
床
は
医
療
の
必
要
性
の
高

い
患
者
を
受
け
入
れ
る
も
の
に

限
定
し
て
医
療
保
険
で
対
応

し
、
医
療
の
必
要
性
の
低
い
患

者
は
、
病
院
で
は
な
く
在
宅
・

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
又
は
老
人
保

健
施
設
等
で
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
昨
年
十
二
月
末
現
在
の
田
辺

西
牟
婁
圏
域
に
お
け
る
介
護
療

養
型
医
療
施
設
は
、
七
施
設
で

二
百
八
十
六
床
あ
り
、
う
ち
田

問
答　

市
に
お
け
る
現
状
の

認
識
と
、
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

ど
う
か
。

問
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

答
　
近
年
の
全
国
的
な
出
生

状
況
を
見
る
と
、
平
成
十

七
年
の
出
生
数
は
過
去
最
低
と

な
り
、
出
生
数
が
死
亡
数
を
下

回
り
初
め
て
人
口
が
減
少
に
転

じ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
平
成
十
二

年
か
ら
出
生
数
が
死
亡
数
を
下

回
り
、
人
口
減
が
生
じ
て
い

る
。
現
状
の
認
識
に
つ
い
て

は
、
人
口
等
の
状
況
を
把
握
す

▲次世代を担う子どもたち

辺
市
の
利
用
者
数
は
百
五
十
一

人
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
市
内
施
設
の
動

向
及
び
社
会
保
障
審
議
会
の
審

議
の
行
方
を
見
守
り
な
が
ら
、

県
に
お
い
て
今
秋
策
定
予
定
の

『
地
域
ケ
ア
整
備
構
想
（
仮

称
）
』
の
内
容
を
十
分
踏
ま

え
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
病
床
の
転
換
等
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平

成
二
十
四
年
三
月
末
の
療
養
病

床
の
廃
止
に
伴
い
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
方
が
利
用

で
き
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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る
資
料
と
し
て
国
勢
調
査
及
び

人
口
動
態
統
計
調
査
が
あ
る

が
、
少
子
化
問
題
を
取
り
巻
く

環
境
分
析
を
主
眼
と
し
た
も
の

で
は
な
い
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
な
ど
の
情
報
も
加
え
て
現
状

を
把
握
し
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
『
田
辺
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
』
を
策

定
し
、
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ

少
子
化
対
策
を
総
合
的
に
実
施

し
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
新
た

に
児
童
手
当
の
乳
幼
児
加
算
、

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
、
多

子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
と
い
っ

た
経
済
的
支
援
や
、
育
児
支
援

家
庭
訪
問
事
業
、
病
後
児
保
育

事
業
な
ど
の
新
規
事
業
に
加

え
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育

や
学
童
保
育
の
拡
充
な
ど
の
支

援
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

お
り
、
重
点
施
策
の
一
つ
に

『
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
』
を
掲
げ
関
連
予
算
の
編
成

を
各
担
当
部
署
に
促
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
国
・
県
の
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
の
新
た
な
支
援
姿

勢
に
も
対
応
し
つ
つ
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
よ
り
有
効
な

方
法
を
検
討
し
、
一
層
の
少
子

化
対
策
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
。

高
齢
者
家
庭
や
障
害

者
家
庭
の
安
否
確
認

の
手
段
と
し
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
テ

レ
ビ
電
話
の
設
置
を
検
討

で
き
な
い
か
。

問
福
祉
対
策
に
つ
い
て

答
　
現
在
、
高
齢
者
の
安
否

確
認
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
よ
る
定
期
的
な
訪
問
や

高
齢
者
の
実
態
把
握
調
査
、
地

域
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
に

よ
る
訪
問
活
動
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
介
護
員
の
訪
問
等
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
障
害
者
を
対

象
と
し
た
安
否
確
認
と

し
て
、
聴
覚
障
害
者
の

世
帯
を
対
象
と
し
た

『
聴
覚
障
害
者
緊
急
用

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
』
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
は
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
聴
覚

障
害
者
及
び
言
語
機
能

喪
失
者
を
対
象
に
、
災

害
・
救
急
の
緊
急
通
報

を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

に
て
消
防
署
へ
通
報
で
き
る

『
メ
ー
ル
一
一
九
』
を
新
規
事
業

と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
高
齢
化
の
進
行
と
広
大
な
面
積

を
有
す
る
当
市
に
と
っ
て
は
、
テ

レ
ビ
電
話
等
の
活
用
は
安
否
確
認

だ
け
で
は
な
く
、
介
護
相
談
や
健

康
相
談
等
に
も
活
用
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
初
期
経

費
や
運
用
経
費
が
高
額
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
自
体
の
緊
要
性
や
費
用

対
効
果
の
検
証
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

　
今
後
、
増
大
し
多
様
化
す
る

高
齢
者
及
び
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
テ
レ
ビ
電
話
を
含
め
、
よ

り
効
果
的
な
福
祉
施
策
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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▲介護療養型医療施設（高齢者複合福
祉施設『たきの里』<たきない町>）

▲田辺消防署通信指令室に設置された『メー
ル119』受信用パソコン（左）と聴覚障害者緊
急用ファクシミリ
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◇
委
員
会
等
の
活
動
状
況
◇
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市
議
会
に
は
、
年
四
回
（
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）

開
か
れ
る
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ

り
ま
す
。
次
は
六
月
定
例
会
の
予
定
で
す
。
日
程
な
ど
、
詳

し
く
は
議
会
事
務
局
（

）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

設
置
後
一
年
半
が
経

過
す
る
が
、
今
後
ど

う
い
っ
た
運
営
を
し
て
い

く
の
か
。

問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
今
後

に
つ
い
て

答
　
平
成
十
七
年
十
月
に
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に

『
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
』
を
設

置
し
、
市
民
活
動
に
対
し
て
の

総
合
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
る
。
　

　
運
営
に
つ
い
て
は
公
設
民
営

方
式
と
し
て
市
民
活
動
団
体
に

委
託
し
て
い
る
。
開
設
し
て
一

年
半
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ

る
が
、
市
民
活
動
に
お
け
る
情

報
提
供
や
相
談
業
務
、
啓
発
業

務
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
登
録
団
体
間
の
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
成
十
九
年
三
月
現
在
で
市

民
活
動
団
体
の
登
録
数
は
百
十

一
団
体
と
な
り
、
利
用
者
も
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
市
民
活

動
団
体
な
ら
で
は
の
多
彩
な
企

画
力
や
行
動
力
が
発
揮
で
き
る

な
ど
の
公
設
民
営
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
課
題
で
あ

り
、
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後

と
も
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
が
可

能
な
公
設
民
営
方
式
を
継
続

し
、
受
託
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て

い
き
た
い
。

答

取
組
の
具
体
的
な
内

容
は
何
か
。

問
市
に
お
け
る
今
後
の
男
女
共
同

参
画
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
国
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
憲
法
に
個
人
の
尊
重
と
法
の

下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
、
男
女
平

等
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
組

が
進
め
ら
れ
る
中
、
平
成
十
一
年

に
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
』
が
制
定
さ
れ
た
。
平
成
十
二

年
に
は
、
基
本
法
に
基
づ

い
て
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
取
組
を
進
め
て
い
く
た

め
に
『
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
（
第
一
次
）
』
が

策
定
さ
れ
、
平
成
十
七
年

に
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
評

価
し
総
括
し
た
『
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
（
第
二

次
）
』
が
策
定
さ
れ
た
。

　
市
に
お
い
て
も
『
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
（
第

二
次
）
』
を
踏
ま
え
て
策

定
し
た
『
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、
各

課
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

の
促
進
に
向
け
、
総
合
的
・
計
画

的
に
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
い
広
報
・
啓
発
活
動

を
進
め
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
心
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

▲４月15日に開催された男女共同参画推進員
企画講座の様子

▲田辺市市民活動センター

市
の
雇
用
情
勢
に
つ

い
て
、
現
状
の
把
握

は
で
き
て
い
る
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
る
の
か
。

問
市
内
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

答
　
現
在
に
お
け
る
国
の
経
済

情
勢
は
、
製
造
業
や
大
企
業

を
中
心
に
景
気
の
回
復
が
顕
著
に

見
ら
れ
、
民
間
の
設
備
投
資
も
拡

大
し
て
お
り
、
雇
用
情
勢
に
つ
い

て
も
、
有
効
求
人
倍
率
が
年
々
上

昇
す
る
な
ど
、
好
転
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
、
市
に
お
い
て
は
依
然
景

気
の
回
復
を
実
感
す
る
に
は
至
ら

ず
、
有
効
求
人
倍
率
は
全
国
平
均

よ
り
も
大
幅
に
低
い
値
と
な
っ
て

お
り
、
推
移
を
見
て
も
徐
々
に
回

復
し
て
い
る
も
の
の
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
形

態
も
正
社
員
で
は
な
く
パ
ー
ト
や

派
遣
社
員
を
雇
用
す
る
場
合
が
多

く
、
正
社
員
化
が
進
む
全
体
的
な

動
き
と
比
較
し
て
安
定
し
た
雇
用

の
確
保
の
点
で
遅
れ
て
お
り
、
地

域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
市
外
や

県
外
へ
の
流
出
に
伴
う
地
域
活
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
企
業
誘
致
や
地
場
産

業
の
育
成
、
地
域
雇
用
の
創
造
や

中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
の
取
組

を
平
行
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ
り

地
域
経
済
活
性
化
を
図
り
、
雇
用

情
勢
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
雇
用
問
題
は

経
済
動
向
と
連
動
し
て
い
る
た

め
、
即
効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開

は
非
常
に
難
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
様
々
な
取
組
を
行
い
な
が
ら

地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
県
や
田
辺
公
共
職
業
安
定
所
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■
総
務
企
画
委
員
会

（
三
月
六
日
・
十
二
日
・
十

九
日
・
二
十
日
・
二
十
七

日
）

■
経
済
環
境
委
員
会

（
三
月
六
日
・
十
二
日
・
十

五
日
・
十
六
日
・
二
十
七

日
）

■
建
設
消
防
委
員
会

（
三
月
五
日
・
十
二
日
・
十

九
日
・
二
十
日
・
二
十
七

日
）

■
文
教
民
生
委
員
会

（
三
月
五
日
・
十
二
日
・
十

五
日
・
十
六
日
・
十
九
日
・

二
十
七
日
）

◇
平
成
十
八
年
度
各
種
会
計

補
正
予
算
及
び
平
成
十
九
年

度
各
種
会
計
当
初
予
算
、
関

連
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

■
議
会
運
営
委
員
会

（
二
月
二
日
・
二
十
三
日
、

三
月
十
三
日
・
二
十
七
日
）

◇
三
月
定
例
会
運
営
等
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て

■
高
速
道
路
及
び
国
道
バ
イ

パ
ス
特
別
委
員
会

（
三
月
十
四
日
）

◇
高
速
道
路
及
び
国
道
バ
イ

パ
ス
の
延
長
促
進
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て

な
ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
な
が
ら
雇
用
促
進
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

観
光
に
大
切
な

『
食
』
や
、
『
地
元

の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
』
に

よ
る
お
も
て
な
し
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問答
　
観
光
客
に
と
っ
て
、
旅

先
で
の
食
べ
物
は
大
変
な

楽
し
み
で
あ
り
、
食
べ
物
に

よ
っ
て
旅
先
の
良
し
悪
し
が
左

右
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
本
市
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
海
の
幸
や
山
の
幸

が
抱
負
で
、
旅
行
者
に
対
し
て

本
市
の
食
を
提
供
す
る
環
境
は

整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
熊
野
本
宮
観
光
協
会
で
は
地
元

農
産
品
の
加
工
食
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
田
辺
観
光
協

会
に
お
い
て
も
飲
食
業
界
と
連
携

に
よ
り
、
本
市
の
特
徴
あ
る

『
旬
』
の
食
材
を
メ
イ
ン
と
し
た

食
の
提
供
へ
の
取
組
を
始
め
て
い

る
。
食
材
が
豊
富
な
ゆ
え
に
象
徴

的
な
食
材
が
見
出
し
に
く
く
、
商

業
ベ
ー
ス
と
し
て
の
新
メ
ニ
ュ
ー

の
事
業
化
が
難
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
観
光
振
興
に
お
け
る
食
の
重

要
性
を
十
分
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
観
光
協
会
や
飲
食

業
界
、
農
協
や
漁
協
等
の
生
産
現

場
と
の
連
携
を
図
っ
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
旅
先
で
の
地
元
の
方
と

の
触
れ
合
い
は
、
旅
行
者
に
と
っ

て
そ
の
ま
ち
の
印
象
と
な
る
。
市

と
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
語
り
部
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
市
民
す

べ
て
が
温
か
く
旅
行
者
を
迎
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

観
光
立
市
と
し
て
認
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

▲熊野古道の案内をする語り部
（中辺路町で）
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